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Ⅰ新技術の解説

 クサネムの種子は形や大きさが玄米に似ていて混入すると篩い分けが難しく、栽培期間中の防除が必
要であるが、出芽が不斉一で長期間にわたることから防除も困難である。そこで、出芽や結実等の特性
を調査し防除法を検討した。

１要旨

(1) クサネムは発生が早いほど生育が旺盛で開花、着莢が早く、莢数、種子数も多い（表１、図１）。
種子の結実は７月下旬出芽まで認められる。

(2) 玄米の篩目である1.9mm以上の種子数は６月下旬出芽まで多く(表１)、その後漸減する。玄米へ
の混入による品質低下を防ぐためには、この時期までの防除が必要である。

(3) 湛水状態の圃場のクサネムは落水状態の圃場に比べ、乾物重が軽い(表２)。これは､クサネムの
生育が抑制されたためと考えられ､湛水状態は防除に有効である。

(4) 湛水状態で生育が抑制されるのは、種子が土中に埋没した場合は腐敗や芽(根)の伸長が抑えら
れ、種子が土壌表面に露出した場合は発芽しても土壌への定着が抑えられるためと考えられる
(表３)。 

(5) 湿潤土状態の土壌表面に露出した種子は、湛水状態より主根長が短めで、幼芽長が長めである
(表３)。これは、湿潤土状態のクサネムは土壌への定着が早く、芽の伸長が促されるためと考え
られる。

２期待される効果

 クサネム種子の混入による玄米検査等級の低下防止が図られる。また、農薬を使わない防除が出
来るので、環境にやさしい農産物生産の一助となる。

３適用範囲

 県内のクサネム発生水田(発生面積7,500ha(水稲作付面積の10％))

４普及上の留意点

(1) 湿潤土状態(表３)は、水面からの田面露出と同様の状態と考えられ、田面を均平化し田面露出を
防ぐ必要がある。

(2) 種子袋は、土壌面から水分の上がりを防ぐため、ビニールを敷いた台に載せ、結露が発生しない
場所に設置する。また、袋の上を無滴資材で隙間を空けて覆い、天井からの水滴の落下を防ぐ。
なお、袋は平積みとし時々反転させる。

(3) 湛水期間は、翌年の発生を抑えるには７月下旬まで、玄米への混入による品質低下を防ぐため
には、生育のバラツキを考慮し７月上旬まで行う必要がある。 
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